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障がいがあってもあたりまえに地域で暮らしたいと願ってきた私たちが、これまでの取

り組みを蓄積・記録・発信し、障がい分野から地域福祉の一翼を担っていきたいと考え、

新座団地前商店会の一角に「スペースともに」を開設しました。 
 

☆障がいのある人の情報発信・相談事業 

■地域障がい者相談室 

 市役所や専門の相談窓口に行けば、福祉制度の説明を聴くことはできても、当事者とし

ての体験談は個人情報保護を理由に、なかなか知ることができません。障がいのある当事

者やその家族の立場から、体験を伝え、一緒に考えさせていただく事業です。新座市の福

祉制度の資料等も閲覧できるように用意しています。「スペースともに」での個別の相談は

日程を調整して対応させていただきます。 
 

相談スタッフ 大畑佳代、堀和子、小原光明、百石美貴 
 
■ともに相談・まったり木曜臨時立ち寄り所 《場所》スペースともに 

 コロナの影響で人間関係が断たれ、家の中に籠っているうちに足腰が衰え、免疫力の低

下も懸念されます。友人や隣人に相談しにくい雰囲気の中、弱い立場の人たちにとっての

ＳＯＳを受け止める地域の窓口が必要です。北二福進協の「まっ

たり木曜臨時立ち寄り所」とタイアップし、毎週木曜日に「とも

に相談」として、相談窓口を開設しています。 
 
 毎週木曜日 9:30～15:00 相談スタッフ 木村俊彦 
  TEL 090-5780-2150(木村)   
 
☆ともに広場 毎月第 1・３土曜日 19～20 時 会費 500 円 

 ともに広場はコロナの影響を考え、19時から 20 時、ゲストスピーカーのトークをメイン

にして、その後にコーヒーとケーキ(持ち帰り)というスタイルで、会費は 500 円です。 

●11/7 のゲストスピーカーは中森多恵子さん。中森さんは昭和 23 年に青森県三戸郡で農家

の 5 人兄妹の長女として生まれ、りんご、米、鳥、馬と一緒に寝起きし、叔父、叔母も含

めた大家族の中で育ってきたという生い立ちから話が始まりました。「私の強みは頭で考え

るのではなく、身体ごとぶつかり、人は宝と思ってボランティアで人つなぎをしてきた」

と語り、「やりたいことをやってきたので今死んでも悔いはないが、地域福祉の拠点をつく

りたい」とまとめられました。  
●11/21 のゲストスピーカーは、10 年間に渡り「まったり木曜」のまとめ役として力を発

揮されてきた山岡志津美さんにお願いしました。山岡さんが「まったり木曜」を続けてき

た理由が、今日の話を聴いて、初めて理解できました。旧新座小でのお茶会はたくさんの
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木や花や畑があり、手作りのかまども使って料理をしたり、涼しい風のとおる屋外のお茶

会が、子ども時代の楽しい経験とつながっていたんだと思いました。コロナの感染防止の

ため中断して 9 か月が経ちました。「再開を待っている人もたくさんいるし、こんな状態で

終わりたくない。明るく元気にいくしかない」と結ばれました。  
●12/5 のゲストスピーカー小木曽剛士さんは、就職のため上京され、住んでいた会社の寮

に K さんという聴覚障がいの方と同じ部屋で暮らすことになり、つきあいの中で、手話で

の日常会話はできるようになったそうです。いつも人の話をにこにこ聞いてくれる小木曽

さんですが、「こんな素敵な話はもっと早くたくさん聞きたかった」との声が上がっていま

した。コミュニケーションという意味では、聴覚障がい者の置かれている立場はなかなか

理解されず、さりげなく伝えてくれる小木曽さんのような存在が必要だと強く感じました。  
●12/19 のゲストスピーカーの市川美八子さんは、長野から呼び寄せたお母さまが亡くなら

れたのを機会に、社会教育指導員として公民館で働き始め、環境講座や女性セミナー、保

育つき講座などにも関わり、それらのつきあいの中から「雑木の会」や「自然と暮らしを

守る市民の会」、「環境ネットワーク」などと活動を広げていかれました。特に柳瀬川につ

いては上流から下流まで、つぶさに歩いてまわられ、お仲間と一緒に新座四中では柳瀬川

の授業もされました。「民生委員となった現在、気がついたら地域福祉が私の生活の中心に

あった」とまとめられました。  
●1/16 のゲストスピーカーの岡本忠さんは昭和 19 年に中国大陸満州で生まれ、昭和 20 年

8 月に当時の満州国の首都である新京特別市から南下して大連、そこから引き揚げ船で 1

年かけて博多に戻って来られました。引き揚げは母が 6 人の子どもを連れ、下の二人(私と

次兄)は日本にたどり着けないと思っていたが、誰もこぼすことなく奇跡的に戻ってきた。

母の力は偉大で、私の母に対する尊敬の念は薄れることはないと語られました。 
 

【今後の予定】※ゲスト(お楽しみ)のお話は 19時から 19時半です。 

2/ 6(土)ゲスト/穴田眞知子さん 2/20(土)ゲスト/加藤圭太郎さん 

3/ 6(土)ゲスト/新谷真吾さん   3/20(土)ゲスト/井ノ山正文さん       

4/ 3(土)ゲスト/加村キヨ子さん  4/17(土)ゲスト/佐々木昭子さん 

 

★昨年 10 月に亡くなられた加藤光子さんのご遺志により、10 万円の寄付をご遺族の方から

頂戴しました。加藤さんありがとうございます。ご冥福をお祈りいたします。(一同) 

 

 

 

 

 
 

   

「スペースともに」 の活動 
●ともに広場 参加費 500 円(コーヒー+ケーキ) 

毎月第 1・第 3 土曜日 19 時から 21 時 

●雑貨屋「ぴっぴはうす」毎週水曜 11 時から 15 時 

●だんだんカフェ(男性介護者の会)毎月第 3 日曜 13 時～  

●ともに相談毎週木曜 9 時半から 15 時               

●地域障がい者相談室 随時●ともに会議(運営会議) 

★「スペースともに」利用者はお茶代一人 100 円お願いします 

 

 

 

 
 
 

 

新座市新座 2-16-1 

090-6110-6966(百石) 

 

★

ともに広場 


